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1.はじめに
千葉県方言の日本列島内で占める位置は､極めて興味深い｡位置的には､東北
方言の圏内に含まれると思われる｡県東北部で､イ (/ i/)とエ (/e/)が
交替あるいは混同される､語中カ･タ行音の有声化､また､おおむね語中ガ行音
が鼻濁音で実現されるなど､東北方言 (特に南奥方言)と共通の特徴がみられる
からである (飯豊1984)｡しかし､南房総 (輿南部)では､海路によってもたら
されたと思われる､西日本方言的な現象がみられる｡語中ガ行音 [g]であるこ
と､また市原市の東京湾沿い (五井 ･姉ヶ崎)では､語中力行音のk子音がh音
化して､伊豆大島や奄美 ･沖縄方言との共通性を示す (中篠1980､篠崎1991)0
さらに､県の南半分の広い地域では､語中のk子音は脱落する｡ この脱落現象は､
南房総､すなわち千葉県方言独自の変化と言える (大岩1950他､井上1971)0
語嚢の面からも､県内南北の対立を跡付けることができる｡例えば､｢おたま
じゃくし｣を示す言葉を､県北部ではオタマジャクシ､ゴロタ､ジョンゴロ､な
どと言い､これらは主に福島 ･山形 ･茨城などの東北地域に分布を持つ語形であ
る｡ 県南部には､フ-マン､タフグなどの分布があり､こういった語形は愛知県
伊勢湾沿岸､三重県志摩半島沿岸､島根県などに分布がみられる｡｢どくだみ｣
を示す言葉をみると｡県北部ではジゴクソバ､ジゴグソバ､ジコ○グソバで､こ
の語形も福島を中心に栃木 ･茨城にまとまっており､岩手 ･秋田の内陸部と下北
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半島にも分布がある｡よって､東北方言の影響下であることを示していると考え
られる｡(南部は共通語の ｢ドタダミ｣が広く分布する)0
以上から千葉県方言は､東北～関東方言､西日本方言､千葉県方言本来の各要
素が混在あるいはぶつかり合っていると考えられる｡ 千葉県方言の成り立ちの複
雑さ､豊かさはその結果といえるだろう｡
筆者が県内各地で観察 ･調査した､共通語のシ･チ ･ジの音声がそれぞれ
[S巾]･[ts煎]･[dz血]に変化 ･対応している現象 (以下､このことを ｢シ･
チ･ジの音声現象｣あるいは現地にならって ｢ス-ス-弁｣と呼ぶ)は､千葉県
方言の中でどういう位置づけをすべきなのか｡以下の順で論述し､考察を加える
ことにする｡
千葉県長生郡白子町におけるシ･チ･ジの音声実態
調査について
音声実態 (白子町地域別/世代別)
まとめ
千葉県各地点におけるシ･チ･ジの音声実態
調査について
音声実態
まとめ
考察
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2.千葉県長生郡白子町におけるシ･チ･ジの音声現象の実態
2-1 調査について
2-1-1 位置
図1 千葉県全図と白子町 図2 白子町 (旧村名)
2-ト2 話者
生え抜きの男女｡白子町は3村が昭和三十年合併して生まれた｡従っ
て､旧3村からそれぞれ適当な話者を選んだ｡世代別調査の話者は､そ
れぞれの字で高年層 (89-70歳)､壮年層 (69-50歳)､中年層 (49-30
歳)を揃えるように心がけたが､中年層は旧南白亀村でしか調査できな
かった｡
く地域別〉
旧南白亀 (なばき)村 :現 白子町浜宿 ･壮年男､牛込 ･高年女
旧白潟 (しらかた)村 :現 〝 幸治 ･高年男､古所 ･高年女
旧関 (せき)村 :現 〃 南日当･高年女
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〈世代別)
旧南白亀 (なばき)村 :現 白子町剃金 高年男､壮年男､中年男
2-1-3 調査方法
現地へ赴いて､調査票を用いた面接調査を行った｡調査票は､各項目
をなぞなぞ式に答えてもらうように作ったものを用いた｡
2-ト4 調査期間
1988年11月～1989年11月｡
2-2 音声実態 (白子町地域別/世代別)
2-2-1 シ･チ･ジの音声現象の音声実態 ｢白子町地域別｣
a.浜宿 男性 壮年層 (60歳代)
(以下､表1を参照｡)全項目の該当拍が､それぞれ [S血]､[tsth]､
[dz血]になっている｡
b.牛込 女性 高年層 (80歳代)
シの項目では ｢敷く｣｢牛｣の2語が [S叫 で観察される｡チ･ジが
それぞれ [ts萌]･[dz血｣に変化する例は観察されない｡また､シの
項目では ｢四｣｢獅子｣｢腰｣｢寿司｣の4語が [sT]で､｢失敗｣｢地震｣
｢石｣｢橋｣｢梨｣の5語が [II]で観察される｡ チの項目では ｢蜂｣が
[tsr]で､｢乳｣｢塵｣｢土｣の3語が [tJI]で観察される｡ジの項目で
は ｢火事｣が [dz.l']で､｢痔｣｢一時間 (の3拍目)｣の2語が [d3I]で
.観察される.｢口｣｢-｣の2語は共通語と同様の音価の [tJi]で観察
･される他は､緩み母音 [Ⅰ]あるいは中吉母音 [T]が多く観察される｡
C.古所高 女性 高年層 (70歳代)
シ･チがそれぞれ [S血]･[ts血]に変化する例は観察されない｡
ジの場合 ｢痔｣｢一時間｣の2例が [dz頑 で観察される｡また､｢寿司｣
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が [JI]で観察される｡他はおおむね共通語と同様の音価である｡この
話者によれば､以前はこの地域でもシ･チ ･ジが [S巾] ･[ts叫 ･
[dz巾]になる､｢ス-ス-弁｣があったという｡｢失敗｣｢橋｣｢梨｣
｢腰｣｢寿司｣は､[S血]で､｢火事｣は [dzth]で報告された.ただし､
この地点は五井という､南自亀村の飛び地であった字に隣接している0
そのために､南自亀川の南側の地域であっても､このような現象が特に
身近に感じられ､耳に残っているのかもしれない｡
(表1)シ･チ･ジの音声現象の分布 ｢白子町地域別｣
a b C d e
シ 四 ■○ ●●●
御子 ■○ ○ ○
敷 く ■ ●●
失敗 ●●*』
地震 ●●○
石 ●
午 ●●●
棉 ■●●●●
梨 ●●●●
磨 ■○ ●●●
寿司 ○ ● ○
チ 乳 ■●●○ ●口 ■● ●塵 ●● ●
蜂 ○ ●●●
- ■●●●●
土 ●●●●
ジ 痔 ■●■●●一時間 ○
a:浜宿 ･壮
b:牛込 ･高
C:古所 ･高
d:幸治 ･高
e:南日当･高
I :シ･チ･ジに対応する拍が､[(S,ts,dz)th]である
○:シ･チ･ジに対応する拍が､
[(S,ts,dz)'l-(I,tI,d3)'1]
･:シ･チ･ジに対応する拍が､
[(∫,tJ,d3)Ⅰ～(∫,tJ,d3)i]
*:[Jup｢pal]
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d.幸治 男性 高年層 (80歳代)
シの項目では ｢寿司｣が [S血]で観察された｡チ ･ジが [ts血]･
[dz血]に変化する例は観察されない｡また､シの項目では ｢獅子｣が
[JT]で､｢地震｣｢石｣｢牛｣｢橋｣｢梨｣｢腰｣の6語が [JI]で観察さ
れる.チの項目では ｢乳｣が [tJ.l']で､｢塵｣｢口｣｢-｣の3語が [tJI]
で観察される.ジの項目では ｢一時間｣が [d3Ⅰ]で､｢火事｣r5Ⅰ]で
観察される｡｢四｣｢敷 く｣が [Ji]で､｢蜂｣｢土｣が [tJi]で､｢痔｣
が [d3i]で観察される｡なお､｢失敗｣が [J巾]で観察される./
(S,C,Z)i/の場合､緩み母音 [Ⅰ]が多く観察される｡
e.南日当 女性 高年層 (80歳代)
シの項目では ｢失敗｣が [S血]で観察される｡チ ･ジが [ts血]･
ldz巾｣に変化する語は観察されない.また､シの項目では ｢獅子｣
｢地震｣｢寿司｣の3語が [sT]で､｢四｣｢敷く｣｢石｣｢牛｣｢橋｣｢梨｣
の6語が [JI]で観察される｡チの項目では ｢乳｣｢塵｣｢口｣｢蜂｣｢-｣
｢土｣の6語全てが [tJI]で観察される.｢蜂｣は [mi ｢ts'1balts'1]
(蜜蜂)の時は調音点がさらに奥まる印象を受ける｡ジの項目では ｢一
時間｣が [dz'1]で､｢痔｣が [d3Ⅰ]で､｢火事｣が [d3Ⅰ]で観察され
る｡｢腰｣は [Ji]で観察される｡
分布は､図3に示したように､旧南自亀村に偏っていることがわかった｡
2-2-2 シ･チ ･ジの音声現象の音声実態 ｢白子町世代別｣
シ･チ･ジが [S血]･[ts血]･[dz血]になる音声現象と､旧3村
の区分は深い関係があるということが予想される｡ 旧3村のうち､ス-
ス-弁の分布率の高い1地点を選び､世代別調査をした結果を表2に示
′した｡この結果をもとに､適時的な面から考えてみる｡
f.剃金 高年層 (M.40生まれ)
シの項目では ｢四｣｢獅子｣｢敷 く｣｢失敗｣｢地震｣｢石｣｢牛｣｢橋｣
｢梨｣｢腰｣の10語が [S血]で観察される｡チの項目では ｢口｣｢-｣
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の2語が [ts血]で観察される｡ジの項目では､｢一時間｣｢火事｣の2
語が [dzth]で観察される.また､シの項目では､｢寿司｣が [S'1]で
観察される｡｢乳｣｢塵｣｢蜂｣｢土｣の3語は [tJi]で､｢痔｣は､[d3i]
で観察される｡
g.剃金 壮年層 (T.15生まれ)
シの項目では ｢四｣｢獅子｣｢失敗｣｢地震｣｢石｣｢牛｣｢橋｣｢梨｣｢寿
司｣の9語が [S叫 で観察される｡チの項目では ｢乳｣｢塵｣｢口｣｢蜂｣
(表2〉シ･チ･ジの音声現象の分布 ｢白子町世代別｣
f g h
シ 四 ■●
獅子■●
敷く ●●
失敗■●
地震義t●
石 『
午 } A
棉 ●■●
梨 義●
磨 ■○ ●
寿司 O ●
チ 乳 ●■●口 ■●塵 ● ●
蜂 ●義●
- ■●
･土 ● ●
ジ 痔 ●●●時間■l■
f:剃金 ･高
g:剃金 ･壮
h:剃金 ･中
I :シ･チ･ジに対応する柏が､[(S,ts,dz)th]
○:シ･チ･ジに対応する拍が､
[(S,ts,dz)'l-(I,U,d3)'1]
･:シ･チ･ジに対応する拍が､
[(∫,tJ,dL5)Ⅰ～U,tJ,d3)i]
(項目一覧)( )は対象拍
シの項目
1.四 7.午
2,獅子 (1) 8.棉
3.敷く 9.梨
4.失敗 10.腰
5.地震 (2) 11.寿司
6.石
-101-
｢-｣｢土｣の6語全てが [ts血]で観察される｡ジの項目は ｢一時間｣
｢火事｣の2語が [dz蛍]で観察される｡また､｢痔｣は [d3Ⅰ]で観察
される｡｢敷く｣は [Ji](子音はやや口蓋化している)で観察される｡
h.剃金 中年層 (S.21生まれ)
シの項目は全て [Ji]で､チの項目は全て [tJi]で､ジの項目は全て
[d3i]で観察される.高 ･壮年層では､シ･チ･ジが [S血]･[ts叫 ･
[dz血]になる音声現象が顕著に観察されるが､中年層では/i/母音
の中舌化はまったく観察されない｡その音声は共通語とほぼ同じと言っ
てよい｡高年層と壮年層とでは､表 1･2からはむしろ壮年層にス-ス-
弁が盛んとも見えるが､全体的な傾向とまで言えるのかどうかは､本調
査では言及できない｡いずれにせよ､高 ･壮年層をひとまとまりとし､
中年層との差に注目したい｡
■ :シ･チ ･ジに対応する柏が,[(S,ts,dz)血]
Ea: 〝 [(S,ts,dz)'1-(∫,ti,d3)'i]
[コ: 〝 [(∫,ti,d3)Ⅰ～(i,tS,d5)i]
図3 シ･チ･ジの音声現象の分布 ｢白子町地域別｣
2-3 まとめ
表1､図3から､旧3村の区分とス-ス-弁との関係が予想される｡
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表2では､ス-ス-弁を世代別にみると､高 ･壮年層と中年層の間に大き
な変化 (中年層では､共通語とほぼ同じ音声となる)があることがわかる｡
南日当､古所､八斗では､高年層であっても､ス-ス-弁がほぼ衰退してし
まっていると言えるかもしれない｡
3.千葉県内各地点におけるシ･チ･ジの音声現象の実態
3-1 調査について
3-1-1 位置
図4参照｡
3-1-2 話者
その土地生え抜きの65歳以上の男女｡
図4 千葉県全図と各調査地点名
地 点 名
A 鴨川市 太海浜
B 長生郡 一宮町
C 長生郡白子町八斗
D 同町剃金
E 長生郡 長柄町
F 山武郡九十九里町
G 銚子市 高神西
H 同市 塚本町
Ⅰ 香取郡 干潟町
∫ 印藩邸 首里町
K 千葉市 鎌取町*
L 木更津市 瓜倉
*現在の千葉市緑区鎌取町
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3-ト3 調査方法
現地へ赴いて､調査票を用いた面接調査を行った｡調査票は､各項目
をなぞなぞ式に答えてもらうように作ったものを用いた｡
3-1-4 調査期間
1988年11月～1989年11月｡
県内13地点で､数語の項目について調査した｡調査項目は､｢渋い｣｢梨｣
｢-｣｢蜂｣｢火事｣の5語である.この5語は､比較的日常的な語で､先行研
究の報告からも当該現象が起きやすいと思われるものの中から選んだ｡
3-2 音声実態 (千葉県各地点)
3-2-1 シ･チ･ジの音声実態 ｢千葉県各地点｣
(1)｢渋い｣(以下､表3を参照｡)
長生郡白子町剃金､鴨川市太海の2地点で [S血]が観察される｡山
く表3〉5項目における県内各地点のシ･チ･ジの音声現象の分布
地 点 名 渋い 輿 - 蜂 火事
A 鴨川市太海浜 ■○■義■
B 長生郡一宮町 ○ ● ○ ○ ○
C 長生郡白子町八斗 ● ● ● ● ●
D 同町剃金 {{■●■
E 長生郡長柄町 ●●●● ●
F 山武郡九十九里町 ○}●』 ■
G 銚子市高神西 ●●● ● ●
H 同市塚本町 ● ● ● ● ●
Ⅰ 香取郡干潟町 ● ○ ○ ○ ○
∫ 印旗郡首里町 ○ ○ ○ ○ ○
K 千葉市鎌取町 ● ● ● ● ●
L 木更津市瓜倉 ● ● ● ● ●
-104-
『 :シ･チ･ジに対応する柏が､
[(S,ts,dz)血]である
○:シ･チ･ジに対応する拍が､
[(S,ts,dz)T～(∫,tJ,d3)■り
･:シ･チ･ジに対応する拍が､
[(∫,tJ,d･3)1-(∫,tJ,d3)i]
武郡九十九里町､長生郡一宮町､印旗郡富里町の3地点で [sT]が観
察され､木更津市瓜倉､長生郡長柄町､白子町八斗の3地点では [JI]
が観察される｡それ以外の銚子市高神西､同市塚本町､市川市新井､千
葉市鎌取町､香取郡干潟町の5地点では共通語と同程度の [Ji]が観察
される｡
(2)｢梨｣
白子町剃金､九十九里町の2地点で [S血]が観察される｡鴨川市太海
浜で [sr]が､一宮町､富里町､干潟町の3地点で [J'1]が､木更津市
瓜倉､長柄町の2地点で [JI]が観察される｡
その他の地点では ｢rilが観峯される<
桝~千二丁
白子町剃金､九十九里町の2地点で [ts血]が観察される.一宮町で
[ts'1]が､富里町で [tJ'1]が､長柄町で [tJI]が観察される｡干潟町
では有声化した [d3'l｣で観察されるoその他の地点では [tJi]が観察さ
れる｡
(4)｢蜂｣
九十九里町､鴨川市太海浜の2地点で [ts血]が観察される.一宮町で
[tJ'1]が､白子町八斗､長柄町､木更津市瓜倉の3地点で [tJI]が観察
される｡富里町と干潟町の2地点では有声化した [d3T]で観察された｡
市川市新井､千葉市鎌取町､白子町剃金の3地点では [tJi]が､銚子市
塚本町で [d3i]､同高神西で [3i]では有声化した音声がそれぞれ観察
される｡
(5)｢火事｣
白子町剃金､九十九里町､鴨川市太海浜の3地点で [dz血]が観察され
るO-宮町､富里町､干潟町の3地点で [d3'1lが､木更津市瓜倉､長柄
町の2地点で [d3Ⅰ]が観察される｡その他の地点では [d3i](銚子市高
神西では[d3･Ⅰ])が観察される｡ 以上の結果を総合して図5にあらわした｡
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3-2-2 シ･チ･ジの音声実態 ｢県内各地点｣
次にA､B､F､Ⅰ､Jの5地点について､白子町と同様の調査を行っ
た結果を示す｡
A.鴨川市太海浜 男性 (以下､表4･図6を参照｡)
シの項目では ｢石｣｢橋｣｢腰｣｢獅子｣｢寿司｣の5語が [S血]で観
察された｡チの項目では ｢乳｣｢塵｣｢口｣｢蜂｣｢一｣｢土｣の6語全てが
[ts血｣で観察された｡ジの項目では ｢痔ろう｣の1例が [dz血]で観察
される｡また､シの項目では ｢四｣｢失敗｣｢牛｣｢地震｣の4語が [sT]
で､｢梨｣が [S'l]で観察される.ジの項目では ｢時間｣が [dz'1]で､
｢火事｣が [d3T]で観察される｡｢敷く｣は [Ji]で観察される｡
図5 5項目における県内各地点のシ･チ･ジの音声現象の分布
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B.長生郡一宮町 女性
シの項目では ｢敷く｣が [sth]で観察される.チ･ジが､[tsth]･
[dz血]に変化する語は観察されない｡また､シの項目では ｢四｣｢地
震｣の2語は [JT]で､｢獅子｣｢失敗｣｢石｣｢牛｣｢橋｣｢梨｣｢腰｣｢寿
司｣の8語が [JI]で観察される.チの項目では ｢-｣が [ts'1]で､
｢蜂｣が [tn]で､｢乳｣｢塵｣｢口｣｢土｣の4例が [tJI]で観察され
る.ジの項目では ｢火事｣が [d3'l●]で観察される.また､｢痔｣｢時間｣
は [d3i]で観察される｡
F.山武郡九十九里町 男性
シの項目では ｢牛｣｢橋｣｢梨｣｢敷く｣｢失敗｣｢石｣｢腰｣｢寿司｣の
六語が Lst●'lJで観察された｡チの項目では ｢乳｣｢顧J｢蜂J｢十Jの4
語が [ts血]で観察された｡ジの項目では ｢痔｣｢火事｣の2語が [dz血]
で観察された｡また､シの項目では ｢獅子｣が [sT]で､チの項目で
は ｢口｣｢一時 (の2拍目)｣が [tsT]で､ジの項目では ｢時間｣が
[dzHで観察された｡｢四｣｢地震 (の2拍目)｣は [Ji]で観察される｡
Ⅰ.香取郡干潟町 男性
シ･チ･ジが､それぞれ [S血] ･[ts瑚 ･[dz血]に変化する語は
観察されない｡しかし､シの項目では ｢四｣｢お獅子｣｢敷く｣｢失敗｣
｢地震｣｢石｣｢牛｣｢梼｣｢梨｣｢腰｣｢寿司｣の11語全てが [打]で観
察される｡チの項目では ｢乳｣｢塵｣の2語が [tn]で観察される｡ま
た､｢蜂｣｢-｣｢土｣の3語は有声化して [d3月 で､｢口｣は [d3Ⅰ]で
観察される｡ジの項目では ｢痔｣｢時間｣｢火事｣のいずれもが [d5T]
で観察される｡
∫.印旗郡富里町 男性
シの項目では｢敷く｣の1語が[sth]で観察される.チ･ジが [tsth]･
[dz血]とあらわれる語は観察されない｡また､シの項目では ｢四｣
｢獅子｣｢失敗｣｢地震｣｢腰｣｢寿司｣の6語が [sT]で観察される｡
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｢石｣｢牛｣｢橋｣｢梨｣の4語が [rl']で観察されるOチの項目では
｢塵｣｢-｣の2語が [ts'1]で､｢乳｣｢土｣の2語が [tJ'l]で観察さ
れる｡また､｢蜂｣が [d3'lL ｢口｣が [3'1]で観察される｡ジの項目で
は ｢痔｣｢火事｣の2語 [dzr]で､｢時間｣が [d3T]で観察される｡
一宮町､干潟町､富里町の音声を見ると､総じて/ 〈S,C,Z) i/の母
音は中舌化しており､それに伴って子音も調音点が前進する傾向がみら
〈表4)シ ･チ ･ジの音声現象の分布 ｢県内各地点｣
A B F Ⅰ ∫
シ .四 ○ ○ ●○ ○
獅子『● ○ ○ ○
敷く ●■∫○ ■
失敗 ○ ● ○ ○
地震.○ ○ ○ ○ ○
石 ■ ●■
午 ○ ●『○ ○
棉 ■●■○ ○
梨 ○ ●■ ○ ○
腰 ■● ○ ○
声司『●■○ ○
チ 乳 ■●■○ ○口 i●○ ●●磨 ■ー ● ○ ○
蜂 ○義○ ○
- ■○ ○ ○ ○
土 ●■○ ○
ジ 痔 ′■●■○ ○時間 ○ ○
火事 ○ ○ ○ ○
A:鴨川市太海浜
B:長生郡一宮町
F:山武郡九十九里町
Ⅰ:香取都干潟町
∫:印旗郡富里町
■ :シ ･チ ･ジに対応する拍が､[(S,ts,dz)tlhl
○:シ･チ ･ジに対応する拍が､[(S,ts,dz)'1-(∫,tJ,
d3)'1]
･:シ･チ ･ジに対応する拍が､[灯,U,d3)Ⅰ～(I,tJ,
d3)i]
Bの ｢敷く｣:[sth｢ktn]が共通語形という意識を持っ
ている｡
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れる｡
調査の限りでは､ス ･ツ･ズが/si/ ･/ci/ ･/zi/に変化対応
するという現象は観察されなかった｡ただ､最近､本来スであるところ
を/si/で言う｡ 例えば [Jifikogi](すりこぎ)のような､誤った回
帰と思われる話者の発音を観察したので､つけ加えておく｡
図6 シ･チ･ジの音声現象の音声実体 ｢県内各地点｣
凡例は､図5に同じ｡
3-3 まとめ
表や図からもわか畠通り､この現象は音環境の影響による規則性は無いよ
うである｡拍数による影響も､今回の調査の限りでは認められない｡もっと
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多拍語のバラエティを増やして調査すれば､この結果はより確実になるだろ
うと予想される｡
シ･チ ･ジが [S血] ･[tsth]･[dz血]になる音声現象は､衰退の傾向
にある｡この現象の分布は､白子町内においては北部 (川の北側)を中心に
みられた｡また､銚子市ではこの現象は観察されず､九十九里町､白子町北
部､鴨川市海岸部では､観察の限り､/si/･/ci/･/zi/の指が､そ
れぞれ/su/･/cu/･/zu/の拍に完全に統合されていたのでI事ない
かと思われるほどである｡/ (S,C,Z)i/の際の母音の中舌化は､海上郡干
潟町､印旗郡富里町､長生郡一宮町でも盛んである (60歳以上)0
実際の音声を観察してみると､当該方言では/S/､/C/､/Z/と結
び付くときの/i/の音価が緊張を欠き､あるいは口蓋化する傾向があり､
このような現象が起こったのだと思われる｡
4.考察
千葉県の東北部から外房にかけてのかなり広い地域では､もっと時代を遡れば､
共通語のシが [S血]と､チが [tsth]と､ズが [dz血]と発音されていたらしい.
この現象が銚子にはみられず､九十九里町や富里町には残っていること､またこ
の現象が盛んな白子町､鴨川市 (海岸部)といった地域は､県内でも辺境にあた
ること､各地域とも若い世代には観察されないことなどから､千葉県外房地域の
古い音声実態であると言えよう｡ 特に鴨川市の例は太海 (海岸)という土地柄か
らみて､｢言語のふきだまり｣として､古い音声が残されている可能性が高い｡
何らかの事情で共通語の波を被り易かった場合には､外房沿岸あっても早くにこ
の特徴が無くなってしまったのではないかと考えられる｡ 音韻論的に､/si/･
/ci/･/zi/がそれぞれ/su/･/cu/･/zu/に統合されていた可能
性が高いが､高年層の話者であっても､少なくともあらたまった場合や語的なも
のとして､/si/一･/ci/･/zi/を持っているのが現状である｡ 現段階で､
断定は避けたい｡
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今回の調査の限りでも､シ ･チ ･ジが [Ji]･ [tJi] ･ [d3i]となる共通語
的な音価が､高 ･壮年層の古い世代では個人レベルや語レベルで行われており､
さらに若い世代になると､[Ji]･ [tJi]･[d3i]以外の音声は持っていない､
つまり共通語と同じであるということができると思う｡
これまで報告してきた音声音韻現象は､文化的中心地からある程度離れた地域
で起きた､5母音体系の音声変化によるもの､あるいはその名残りと考えられる0
ス-ス-弁は､古くは外房地域が､地理的な距離以上に中央から離れていたこと
を示唆するものと考えられる｡
最後に､本調査及び論文に関しては､千葉大学の内聞直仁先生､都立大学の篠
崎晃一先生､現東京外国語大学の大島一郎先生に､至らない点を多々ご指導いた
だきました｡また､この場を借りて､話者と紹介の労を取っていただいた皆さん
にも厚く御礼申し上げます｡
(うみじみか 都立大学大学院博士課程)
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